
鏝絵のある図書館 宇佐市民図書館

◆宇佐市民図書館だより『みんと』は毎月１日発行。毎年３月号のみ市内全戸配布。その他の号は館内でお配りしています◆

第158号

2012年4月1日発行

宇佐市民図書館 本館
〒879-0453 大分県宇佐市大字上田1017-1
TEL.0978-33-4600／FAX.0978-33-4679

http://www.usa-public-library.jp/

安心院分館

TEL.0978-44-1111(支所)／FAX.0978-44-2181

院内分館
TEL.0978-42-5111(支所)／FAX.0978-42-5115

３月２４日、藤花典正さんの宇佐市民栄誉特別賞受賞を記念して、
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宇佐市民図書館だより

●藤花典正さんへの宇佐市民栄誉特別賞授賞式 (２)

●こどもの読書週間関連行事 (３)

●みんたびゅー67 「宇佐物語」の江藤さん・高江さん (４)(５)

●「宇佐の戦争展」感想集 (６)

●図書館協議会を開催 (７)

新年度の始まりに

「年年歳歳花相

似、歳歳年年人

不同」中国は唐

代の詩人劉廷芝の作品『代悲白頭翁』

の有名な一文である。「毎年花は変わ

らず咲くが、それを見る人は変わって

いく」と訳され、自然の不変性と人の移

ろいを詠っているとされる。と言っても、

この詩の全文を読むと、劉廷芝は自然

もまた変わってしまうことを詠っている。

変わらないのは、繰り返す自然の営み

そのものなのだ▼先月当館は、「あれ

から一年」と題して東日本大震災の特

集展示を組んだ。資料に触れ、当時の

驚愕を思い出すと共に、その記憶が遠

い物になりつつあることに気付く。昔を

記憶の奥に押しやりながら、今に合わ

せて営みを変えていく。「人不同」それ

はつまり、人が生きている証であろう▼

マンガ家の浦沢直樹氏は『MASTERキ

ートン』という作品の中で、冒頭の一文

を「As time goes by（時の過ぎゆくまま

に）」と説明させている。変わるも変わら

ぬも、すべて時の過ぎゆくままに。今年

の東北の花はどうなっているのだろう▼

ところで、「年年歳歳」と詠われている

花は一体何の花だろうか。春に花で桜

と連想するのは日本人だが、中国では

別の花だ。詩中には何の花であるの

か、しっかり詠われている。気になる方

は是非図書館でこの詩を探してみてほ

しい。

よむぞう
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式
典
で
は
来
賓
の
ご
祝
辞
の
後
、
是
永
修

治
宇
佐
市
長
よ
り
藤
花
典
正
さ
ん
へ
「
宇
佐

市
民
栄
誉
特
別
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
顕
彰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
へ

と
移
り
、
近
藤
一
誠
宇
佐
市
教
育
が
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
製
作
に
至
る
経
緯
や
デ
ザ
イ
ン
、
制

作
者
（
本
号
・
み
ん
た
び
ゅ
ー

）
の
紹
介

67

を
行
っ
た
後
、
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
小
学
生
８
名
が
感
謝
の
言
葉

と
花
束
贈
呈
を
行
い
、
式
に
花
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。

最
後
に
藤
花
さ
ん
か
ら
お
礼
の
こ
と
ば
が

あ
り
、
中
学
生
の
頃
、
親
戚
の
家
の
前
に
あ

っ
た
図
書
館
で
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
本
を
読
ん

だ
記
憶
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
石
川
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』
よ

り

「
・
・
・
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
い
て

言

、
う
こ
と
な
し

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た

き
か
な
」
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
友
は
あ
り

が
た
き
か
な
、
ご
出
席
し
た
皆
様
は
、
私
の

心
の
友
で
あ
り
ま
す
」
と
付
け
加
え
、
感
慨

無
量
の
お
気
持
ち
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

顕
彰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

宇
佐
物
語

「

」

藤
花
様
の
長
年
に
わ
た
る
ご
厚
志
が
市
民

文
化
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
は
極
め
て
大

き
く
、
こ
の
こ
と
を
図
書
館
利
用
者
を
は
じ

め
、
広
く
宇
佐
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
顕
彰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
宇
佐
物
語
」
を

製
作
し
ま
し
た
。

藤
花
様
は
、
母
親
が
宇
佐
市
大
字
猿
渡
の

出
身
で
あ
り
、
宇
佐
の
自
然
と
歴
史
や
文
化

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

宇
佐
地
方
に
伝
統
的
な
「
鏝
絵
」
と
大
分
県

の
伝
統
工
芸
品

竹
細
工

を
組
み
合
わ
せ

「

」

、

「
宇
佐
の
歴
史
や
文
化
を
語
る
も
の
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
製
作
し
ま
し
た

鏝
絵
は

。

、

神
話
に
登
場
す
る
菟
狭
（
う
さ
＝
宇
佐
）
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
菟
狭
津
彦
（
ウ
サ

ツ
ヒ
コ
）
と
菟
狭
津
媛
（
ウ
サ
ツ
ヒ
メ
）
が

仲
良
く
本
を
読
ん
で
い
る
姿

資
料
貸
出
券

（
「

」

の
図
柄
）
を
鏝
絵
作
家
の
江
藤
智
子
さ
ん
に

描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
細
工

は
伝
統
工
芸
士
（
別
府
竹
細
工
）
の
高
江
雅

人
さ
ん
の
作
品
で
す
。
安
心
院
・
院
内
・
宇

佐
の
調
和
と
発
展
を
願
い
製
作
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

２月の入館者数 本館１６，１１６人（累計3,173,240人） 安心院６０９人（累計28,861人） 院内３８１人（累計4,416人）
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郷
土
ス
ペ
ー
ス
通
信
一
五
六

『
生
誕
百
年
記
念
双
葉
山
図
録
』

（

）

宇
佐
市
民
図
書
館
・
２
０
１
２

今
年
２
月
９
日
に
生
誕
百
年
目
の
誕
生
日

を
迎
え
た
宇
佐
市
出
身
の
大
横
綱
・
双
葉

山

宇
佐
市
民
図
書
館
は
こ
の
記
念
の
年
に

。

、

市
が
所
蔵
す
る
双
葉
山
の
関
係
資
料
を
集
大

成
し
た
図
録
を
作
製
し
ま
し
た
。

宇
佐
市
に
は
、
ご
遺
族
や
、
ま
な
弟
子
に

あ
た
る
元
時
津
風
理
事
長
を
は
じ
め
、
池
田

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
景
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼

ば
れ
る
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
日
本
有
数
の
相
撲
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
を
「
一
、

写
真

「
二
、
自
筆
物
な
ど

「
三
、
本
・

」
、

」
、

雑
誌
な
ど

「
四
、
絵
・
玩
具
・
パ
ス
タ
ー

」
、

な
ど

「
五
、
番
付
」
に
分
類
し
、
四
〇
〇

」
、

点
に
及
ぶ
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

巻
頭
に
元
相
撲
協
会
理
事
長
の
「
双
葉
山

の
遺
訓

（
内
田
勝
男

「
双
葉
の
前
に
双

」

）
、

葉
無
く
双
葉
の
後
に
双
葉
無
し

（
澤
村
田

」

之
助
）
の
特
別
寄
稿
、
巻
末
付
録
に
「
永
遠

の
ヒ
ー
ロ
ー
双
葉
山

（
池
田
陽
子

「
双

」

）
、

葉
山
略
年
譜

「
掲
載
資
料
一
覧
」
な
ど
。

」
、

Ａ
４
版
。
１
３
７
㌻
。
非
売
品
。

藤
花
典
正
さ
ん
へ
の

市
民
栄
誉
特
別
賞
授
与
式

顕
彰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
も

三
月
二
十
四
日

土

に
当
館
の
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て

藤
花
典
正
さ
ん

兵

（

）

、

（

庫
県
芦
屋
市
・
当
栄
ケ
ミ
カ
ル
代
表
取
締
役
）
の
宇
佐
市
民
栄
誉
特
別
賞
授
与
式
と

記
念
の
顕
彰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
だ
よ
り
152

よ
う
や
く
桜
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し

た

４
月
は
新
し
い
暮
ら
し
が
始
ま
る
月

。

、

何
か
が
起
こ
る
月
。
今
月
の
特
集
展
示
は

【
ス
テ
ー
ジ
は
学
校
】
で
す
。
先
生
、
友

達
、
学
校
で
は
い
つ
も
何
か
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

絵
本
展
示
架
【

】

図
鑑
好
き
集
ま
れ
！

。

今
、
図
鑑
は
美
し
く
素
晴
ら
し
い
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
は
面
白

い
図
鑑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
好
奇
心

を
刺
激
す
る
図
鑑
を
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
手
紙
あ
り
が
と
う

せ
ん
と
ち
ひ
ろ
が
み
つ
か
ら
な
い
の

で
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

図
書
館
か
ら

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
は
絵
本
と
Ｄ

せ
ん

ち

ひ

ろ

か
み
か
く

Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
。
絵
本
で
は
「
ミ
」
の

場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
借
り
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
図
書
館
の
人
に
聞
い

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

２月の貸出点数 ３４，０５９点 （本館 ２９，５４５＋安心院 ２，４６０＋院内 ９６７ 累計 ４，９２９，３６９点）

（３） 宇佐市民図書館だより み ん と （第158号） 2012年4月1日発行

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

●
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
新
設

●
広
報
紙
も

創
刊
号
か
ら
全
部
読
め
ま
す

４
月
１
日
よ
り
、
宇
佐
市
民
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。

画
面
イ
メ
ー
ジ
を
全
面
的
に
刷
新
。
携

帯
電
話
に
よ
る
簡
易
検
索
や
自
分
の
貸
出

中
の
資
料
の
確
認
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
新
設
し
、

生
誕
百
年
を
迎
え
た
双
葉
山
に
関
す
る
資

料
や
宇
佐
の
昔
の
写
真
な
ど
が
閲
覧
で
き

ま
す
。
今
後
、
続
々
と
項
目
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

「
み
ん
と
」
を
は
じ
め
と
す
る
図
書
館

の
広
報
誌
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
全
文

が
読
め
る
ほ
か
、
過
去
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
も
創
刊
号
か
ら
す
べ
て
閲
覧
で
き
ま

す
。ぜ

ひ
一
度
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こどもの読書週間 ポスター展
1960年(第２回)以降、こどもの読書週間のポスタ

ーを展示します。時代の雰囲気を映したポスターや

標語をどうぞご覧ください （エントランスホール）。

■上■映■会■
視聴覚ホールにて 午後２時～

４月28日（土）『ペリーヌ物語』４

４月29日（日） 『おくりびと』

４月30日（月）特別上映 ｴﾙﾋﾞｽ･ﾌﾟﾚｽﾘｰ

『ELVIS TV show LIVE collection』

５月３日（木 『このゆびとまれ』）

５月４日（金 『フジコ』 特別上映）

出演：フジコ・ヘミング

５月５日（土）

『まんが日本昔ばなし』小太郎と母龍

５月６日（日）

『ハリーポッターと炎のゴブレット』

５月12日（土）

『きんぎょがにげた』

第５４回こどもの読書週間 ４月23日～５月12日

紙芝居でつながろう

あおぞら紙芝居
４月２８日（土）11:00～11:30（玄関前）

鬼が島文庫紙芝居
５月１２日（土）15:00～15:30

（おはなしのへや）

「紙 芝居道場」主宰の千竈さんによる実演
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練
り
込
み
技
法
を
伝
承

鏝
絵
が
あ
る
家
に
生
ま
れ
、
そ
れ
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
育
ち
ま
し
た
。
建
て
替

え
の
時
、
当
時
の
安
心
院
町
が
保
存
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

文
化
会
館
な
ど
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

う
ち
に
あ
っ
た
鏝
絵
の

一
つ
は
「
波
う
さ
ぎ
」
と

い
う
図
柄
で
、
因
幡
の
白

兎
の
伝
承
が
背
景
に
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
う
さ
ぎ
は
多
産
で
安

産
な
と
こ
ろ
か
ら
子
孫
繁

栄
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
し
、
波
（
＝
水
）
は

火
事
除
け
祈
願
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
こ

の
鏝
絵
は
屋
根
の
下
に
あ
っ
た
も
の
で

す
。鏝

絵
の
図
柄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

左
官
職
人
の
施
主
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

高
校
生
の
こ
ろ
、
わ
が
家
の
鏝
絵
の
撮

影
に
来
ら
れ
た
写
真
家
の
藤
田
洋
三
さ
ん

と
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
く

う
ち
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
二
十
五
歳
の

と
き
、
永
田
知
徳
先
生
や
石
田
覚
蔵
先
生

に
師
事
し
、
制
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

鏝
絵
に
は
、
伊
豆
の
長
八
さ
ん
の
よ
う

に
乾
い
た
漆
喰
の
上
か
ら
彩
色
す
る
方
法

と
、
安
心
院
の
よ
う
に
漆
喰
そ
の
も
の
に

色
を
練
り
込
ん
で
か
ら
整
形
す
る
方
法
の

二
系
統
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
地
方
に

伝
統
的
に
伝
わ
る
練
り
込
み
技
法
を
守
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
は
、
下
絵
が
自
分
の
作
品

で
は
な
い
の
で
、
元
の
絵
の
か
わ
い
ら
し

さ
を
い
か
に
忠
実
に
再
現
す
る
か
に
苦
労

し
ま
し
た
。
３
月

日

宇
佐
市
民
図
書
館
で

16

え
と
う
・
さ
と
こ

一
九
七
六
年
、
宇
佐
市
安

心
院
町
出
身
。
鏝
絵
作
家
。
第
７
回
（
二
〇
〇

六
）
全
国
漆
喰
・
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

受
賞
（
第

回
＝
優
秀
賞
、
第
５
・
６
・
８
・

10

回
＝
入
賞

。）

11
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モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「宇
佐
物
語
」の

鏝
絵
を
制
作
し
た

江
藤
智
子
さ
ん

（
鏝
絵
作
家
）

藤花典正さんを顕彰するモニュメント

「 宇 佐 物 語 」 が完成！
３月２４日、図書館視聴覚ホールで藤花典正氏（兵庫県芦屋市）への市民栄誉特別賞授

与式が行われました。藤花氏は、長年にわたる継続的な図書館資料費寄付の功績により今

回の授賞の運びとなりました。宇佐市民図書館は、藤花氏のご厚志に感謝するため、記念

モニュメント「宇佐物語」を作製し、図書館入口に設置することになりました。

み
ん
た
び
ゅ
ー

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
宇
佐
物
語
」
の
江
藤
智
子
さ
ん
・
高
江
雅
人
さ
ん

67
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作
品
の
半
分
は
「
想
い
」

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
主
役
は
あ
く
ま
で
鏝

絵
。
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
主
張
し
す
ぎ
て

は
い
け
な
い
が
、
主
役
を
引
き
立
て
る
役

割
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
、
自
分

が
手
が
け
る
か
ら
に
は
中

途
半
端
な
も
の
は
作
り
た

く
な
い
で
す
か
ら
。
苦
労

し
た
点
と
言
え
ば
そ
ん
な

と
こ
ろ
か
な
。

し
か
し
、
藤
花
さ
ん
の

宇
佐
に
寄
せ
る
思
い
を
う

か
が
っ
た
り
、
設
置
す
る

場
所
の
下
見
を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち

に
、
だ
ん
だ
ん
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
固

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
仕
事
が
が
ぜ
ん
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す

作
品
の
半
分
は

想

。

「

い
」
が
作
る
も
の
と
私
は
い
つ
も
感
じ
て

い
ま
す
。

鏝
絵
の
図
案
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
宇
佐

ら
し
さ
を
加
味
す
る
べ
く
、
三
つ
の
パ
ー

ツ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。

宇
佐
・
安
心
院
・
院
内
が
調
和
し
て
発

展
し
て
ゆ
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
の
全
体

は
、
こ
れ
か
ら
花
開
か
ん
と
す
る
つ
ぼ
み

と
み
て
も
ら
っ
て
も
い
い
し
、
咲
き
誇
る

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
み
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す

「
と
も
に
、
一
緒
に
生
き
て
い

。

こ
う

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
伝
わ
れ
ば

」

、

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
だ
い
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

私
の
工
房
で
製
作
す
る
バ
ッ
グ
な
ど
の

多
く
は
、
目
の
細
か
い
網
代
編
み
で
作
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
私
は
、
乱

れ
編
み
と
い
う
編
み
方
を
選
び
ま
し
た
。

規
則
性
が
な
く
、
そ
の
分
、
感
性
が
問
わ

れ

る

編

み

方

で

す
。一

六
〇
セ
ン
チ

も
あ
る
大
き
な
作

品
を
作
る
の
も
初

め
て
で
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
て
み

る
と
鏝
絵
の
白
を

竹
の
ブ
ラ
ウ
ン
が

引

き

締

め

て

い

て
、
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
効
い
て
い
る

よ
う
に
思
う
の
で

す
が
い
か
が
で
す

か
。末

永
く
、
図
書

館
利
用
者
の
方
々

に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

３
月

日
24

宇
佐
市
民
図
書
館
で

た
か
え
・
ま
さ
と

一
九
五
五
年
、
名
古
屋
市

出
身
。
伝
統
工
芸
士
（
別
府
竹
細
工

。
宇
佐
市

）

安
心
院
町
で
竹
工
房
「
オ
ン
セ
」
を
ひ
ら
く
。

世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
シ
ビ
ラ
」

か
ら
製
作
依
頼
を
受
け
る
な
ど
、
高
い
技
術
と

繊
細
な
セ
ン
ス
に
定
評
が
あ
る
。

（5） 宇佐市民図書館だより み ん と （第158号） 2012年4月1日発行

み
ん
た
び
ゅ
ー

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
宇
佐
物
語
」
の
江
藤
智
子
さ
ん
・
高
江
雅
人
さ
ん

67

除幕式のあとに、是永修治宇佐市長と＝3月24日・宇佐市民図書館で

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「宇
佐
物
語
」の

竹
細
工
を
制
作
し
た

高
江
雅
人
さ
ん

（
別
府
竹
細
工
伝
統
工
芸
士
）
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大
分
県
所
縁
の
方
か
ら

「
宇
佐
市
」

、

と
あ
る
方
を
抜
き
出
し
て
み
ま
し
た
。

相
沢
英
之

衆
議
院
議
員

、
石
川
武
美

(
)

(
)

(

主
婦
の
友
社
創
業
者

、
今
井
正
之

剣

術
家

、
殖
田
俊
吉

法
務
総
裁

、
上
田

)
(

)

春
荘

殖
産
家

、
江
口
啓
二

プ
ロ
ボ
ク

(
)

(

サ
ー

、
大
井
憲
太
郎

政
治
家

、
大
和

)
(

)

田
悌
二
（
日
本
曹
達
社
長

、
岡
部
実
夫

）

(
)

(

共
和
会
長

、
小
野
由
之
丞

豊
州
女
子

高
創
設
者

、
賀
来
惟
熊

造
兵
家

、
川

)
(

)

面
義
夫

木
版
画
家

、
川
面
凡
児

神
道

(
)

(

家

、
木
下
郁

大
分
県
知
事

、
小
長
久

)
(

)

子

合
唱
指
導
者

敷
田
年
治

国
学
者

(
)

(
)

、

、

末
弘
喜
久

小
説
家

、
都
留
勝
利

東
京

(
)

(

瓦
斯
取
締
役

、
都
留
重
人

一
橋
大
学
名

)
(

誉
教
授

西
川
周
作

サ
ッ
カ
ー
選
手

)
(

)

、

、

双
葉
山
定
次

力
士

松
田
源
治

文
相

(
)

(
)

、

、

南
一
郎
平

治
水
家

、
横
田
国
臣

大
審

(
)

(
院
院
長

、
横
光
克
彦

衆
議
院
議
員

と

)
(

)
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
名
の
記
載
が
な
か
っ
た
方
も

い
ま
す
（
例
：
麻
生
豊

。
）

ど
ん
な
方
だ
ろ
う
と
思
う
方
も
い
ま

す
。

知
る
と
楽
し
い
図
書
館
の
ミ
カ
タ

4 1 

『
郷
土
ゆ
か
り
の
人
物
総
覧
』 

2012年4月1日発行 宇佐市民図書館だより み ん と （第 号158 ） （ ）6

宇佐の戦争展
～宇佐航空隊と糸口山製造所から

感想集

●戦争末期の昭和１９年に生まれ、父の話をきき（年頃に
なって）その時の戦争のヒサンさは知っていたつもりだ
が、、今日、この映像や写真などみて、目頭があつくなる
のはなぜだろう。 （中津市・６０代の男性）

●父は東京より下り、小倉工場にいて、最後、糸口山工
場に来たことを聞いていました。父も東京出身で、とうとう
宇佐まで流れてきたとよく言ってました。家族をみんなつ
れて大変だったようです。今はなにもありません。

（７０代の女性）

●私は柳ヶ浦航空隊のことは、よく父親に聞かされていま
したが写真を見て、柳ヶ浦で何があったのかということを
少しわかったような気がします。私は江田島（広島）に海
自の学校に入校したときに若い人の写真を見ました。海
自教官からああいう若い人の目になれといわれていまし
た。自衛官はやめましたが、いつまでも目のまっすぐな気
持ちを忘れない。

（中津市・４０代の男性）

●わたしがここにきてみて一番印象に残ったことは死ぬ
かくごであいてにげきとつすることと、今でも戦争でうけた
きずあとがあったことです。わたしが大人になる前にはど
この国も戦争がない世界になってほしいです。

（宇佐市・女子小学生）

分館・自動車図書館ミニだより⑩

安心院分館から4
分館の魅力も感じて

本館で人気のある作家の本が貸出中にな

っていて、あきらめた経験はありませんか？

でも、安心院分館や院内分館に所蔵され

ている場合もあるのです。

人気のある本は複数冊登録され各館に

所蔵されることがあるので、返却を待たず

とも予約をすればすぐに入手できるかもし

れません。

予約をして取り寄せるのも良いですが、“

本館にない本がある”など、分館だけにある

魅力を発見できるかも。

分館で借りた本は本館から返却できま

す。もちろん本館の本も分館から返却出来

ます。

ぜひ一度足を運んでみてください。

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
92

◆
◆
新
着
本
か
ら
◆
◆

『
恋
す
る
文
豪

日
本
文
学
編
』

近
代
文
学
史
に
そ
の
名
を
刻
む
作
家
た

ち
。
彼
ら
も
、
恋
に
苦
し
ん
だ
り
涙
し
た

り
、
喜
ん
だ
り
命
を
か
け
た
り
。
そ
ん
な

人
の
恋
の
物
語
を
マ
ン
ガ
で
描
く
。
な

10ん
と
な
く
手
を
出
し
に
く
か
っ
た
彼
ら
の

文
学
作
品
も
、
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
興
味
が

わ
く
か
も
し
れ
な
い
。

◆
◆
そ
の
他
の
新
着
本
◆
◆

『
黒
子
の
バ
ス
ケ

R
e
p
l
a
c
e

『
サ
ッ
カ

』

ー
・
神
技
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
ト
＆
パ

ス
が
蹴
れ
る
よ
う
に
な
る

『
探
査
機
は
や

』

ぶ
さ
さ
ん

『
こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン

『
輪

』

』

る
ピ
ン
グ
ド
ラ
ム
上
・
中

『
小
説
鋼
の
錬

』

金
術
師
６

『
こ
れ
か
ら
チ
ェ
レ
ン
ジ
す
る

』

超
初
心
者
の
た
め
の

H
I
P
H
O
P

ダ
ン
ス
ス
テ

ッ
プ
集

『
キ
ッ
ズ
の
た
め
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

』

プ
ダ
ン
ス

『
ロ
グ
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン
５

『
少

』

』

年
柔
道
基
本
げ
い
こ

『
ク
レ
プ
ス
リ
ー
伝

』

説
１

『
ツ
ノ
あ
り
っ
！
４

『
ケ
モ
ノ
ガ
リ

』

』

４

『
伯
爵
と
妖
精
恋
よ
り
も
お
だ
や
か
に

』
み
つ
め
て

カ
ス
タ
ム
・
チ
ャ
イ
ル
ド

ソ

』『

』『

ー
ド
ア
ー
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
９

『
ひ
ぐ
ら

』

し
の
鳴
く
こ
ろ
に
解
２
話
下

３
話
上
・
下

、

』

他
多
数
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２
月

日
、
図
書
館
協
議
会
を
開
催
し

28

ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
事
業
報
告
を
し
、
分
館

の
移
転
開
館
ほ
か
来
年
度
の
基
本
方
針
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
実
施
し
た
「
こ
ど
も
の
読

書
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
に
つ

い
て
説
明
し
、
策
定
中
の
「
第
二
次
宇
佐

市
こ
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
に
関
し
て
も

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

図
書
館
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
図
書
館

の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
も
っ
と
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か

、
」

分
館
の
移
転
に
関
し
て
は
「
も
っ
と

分
館
資
料
や
郷
土
資
料
の
充
実
を
図
っ

て
ほ
し
い

、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

」

に
関
し
て
は
「
動
画
な
ど
を
入
れ
て
、

図
書
館
に
来
た
く
な
る
よ
う
な
、
楽
し

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
今
月
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

【
３
㌻
に
関
連
記
事
】

（7） 宇佐市民図書館だより み ん と （第158号） 2012年4月1日発行

本
館
３
月
の
特
集
展
示

【
一
般
】

「
あ
れ
か
ら
一
年
」

「
平
清
盛
」

「
宇
佐
海
軍
航
空
隊
」

【
こ
ど
も
】

「
た
べ
も
の
」

「
お
ひ
な
さ
ま
」

寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
方（

月
分
敬
称
略
）

十
二

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
パ
グ
ル
ー
プ
、
エ
ル
ネ
ッ
ト
、
細
井
聡
、
日
本
リ

ウ
マ
チ
の
会
、
西
山
博
和
、
有
限
会
社
ろ
ま
ん
社
、
奥
徹
、
北
斗
七
星
、
サ
イ

エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
東
京
、
岩
尾
ジ
ョ
セ
リ
ン
、
高
橋
昭
一
、
日
本
自
転
車
産
業
振

興
協
会
、
大
同
生
命
国
際
文
化
基
金
、
河
野
純
子
、
坂
本
佳
子
、
株
式
会

社
ク
マ
ヒ
ラ
、
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
、
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ラ
イ
ツ

ジ
ャ
パ
ン
、
仏
教
伝
道
協
会
、
西
日
本
平
家
大
分
県
院
内
平
家
の

里
、
西
谷
正
、
ロ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
田
中
彌
壽
雄
、
全
国

消
費
者
生
活
相
談
協
会
、
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
、
日
産
自
動
車
株
式
会

社
、
神
学
テ
キ
ス
ト
出
版
社
、
佐
賀
県
更
生
保
護
協
会
、
齊
藤
、
日
出
町
立

萬
里
図
書
館
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
課
、

M
R

認
定
セ
ン
タ
ー
、
中
野
千
代
美
、
中
野
泰
志
、
畑
迫
博
司
、
中
津
市
愛

育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
全
国
地
域
情
報
化
推
進
協
会
、
大
分
県
金
融
広
報
委

員
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安心院分館４月のミニ展示

「アニメ絵本」

2/25 続・横光利一を読む会

2/28 中世文書を読む会

3/ 3 講談社「おはなし隊」来訪

3/ 4 絵便り教室

3/10 図書館主催おはなし会

3/13 近世文書を読む会

3/15 お金を勉強してみよう会

3/17 豊の国宇佐市塾講演会

3/18 絵便り教室

2/24 整理ボランティア研修（3/15）

2/29 「たまてばこ」おはなし会

3/ 1 整理ボランティア（3/8、3/15）

よみきかせボランティア研修（3/9）

「むくむく」おはなし会

3/15「おはなしあのね」おはなし会

本館４月のミニ展示
東側（一番奥の０の書架）から順番に紹介しています

（窓側） (通路側）
・私だけの本 ・学問のすすめ
・昭和史 ・仏教説話
・シルクロード ・大江戸散歩
・皇妃エリザベート ・華なり京都
・司法 ・起業・経営
・夫婦の問題 ・素敵な部屋
・留学 ワーホリ ・新クラスを明るくしようor
・里山散策 ・マンガを考える
・薬膳 ・ゴルフ
・子どもの夢 ・君待つと
・絶対にあきらめない ・いのちの詩
・アンデルセン童話集 ・フランツ・カフカ 光と影
・佐藤賢一 ・萩原浩
・尽きない悩み ・職業は何ですか
・新たなる旅へ ・あの人に伝えたい

４
月
の
ヤ
ン
グ
特
集

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
た
め
に

図書館協議会の様子 研修室で
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1 日 映画「男はつらいよ」私の寅さん（日本）　14：00～15：48

2 月 休　　　　館　　　　日

3 火 ほんの森号 ①糸口小 ②豊川小 ③四日市コミュニティ

4 水 ほんの夢号 ①佐田小 ②津房小

5 木
おはなし会「おはなしママン」　11：00～11：30
ほんの夢号 ①南院内小・上院内分校 ②院内中部小

6 金 ほんの夢号 ①安心院小 ②院内北部小

7 土 アニメ 「日本昔ばなし」１２　14：00～14：50

8 日 映画「インベージョン」（アメリカ）　14：00～15：39

9 月 休　　　　館　　　　日

10 火
古文書を読む会（近世文書）　14：00～15：30（研修室）
ほんの夢号 ①福貴野分校 ②深見小

11 水 ほんの森号 ①天津小 ②長峰小 ③小峰団地　　　　　　　　　　 県立図書館

12 木

13 金 ほんの森号 ①北馬城小 ②宇佐小 ③渚団地

14 土
おはなし会「図書館職員」　11：00～11：30
アニメ 「泣いた赤おに」　14：00～14：22

15 日 映画「迎春花」（満映）　14：00～15：14

16 月 休　　　　館　　　　日

17 火 ほんの森号 ①西馬城小 ②高家小 ③貴船団地

18 水 ほんの森号 ①横山小 ②八幡小

19 木
おはなし会 「おはなしあのね」　11：00～11：30
ほんの森号 ①封戸小 ②和間小 ③長洲公民館

20 金 ほんの森号 ①糸口小 ②豊川小 ③四日市コミュニティ　　　　県立図書館

21 土 アニメ 「日本昔ばなし」１０　14：00～14：50

22 日 映画 「我が道を往く」（アメリカ）　14：00～16：06

23 月 休　　　　館　　　　日

24 火
古文書を読む会（中世文書）　14：00～15：30（研修室）
ほんの夢号 ①佐田小 ②津房小

25 水
おはなし会 「たまてばこ」　11：00～11：30
ほんの夢号 ①南院内小・上院内分校 ②院内中部小

26 木 休　　館　　日(月末図書整理日・毎月最終木曜日)

27 金 ほんの夢号 ①安心院小 ②院内北部小

28 土
「あおぞら紙芝居」　11：00～11：30　　　　　　　　　　　　　　　　県立図書館
アニメ 「ペリーヌ物語」４　14：00～16：09
続・横光利一を読む会　14：00～16：00（研修室）

29 日 映画 「おくりびと」（日本）　14：00～16：11

30 月 祝日上映会 「エルヴィスＴＶショウ　ライブ・コレクション」（ロック）　14：00～15：07

生誕１００年記念
「宇佐市所蔵・双葉山資料展」

◆子ども向け　（アニメ・ビデオ）
4/ ７（土）「日本昔ばなし」１２　50分
4/14（土）「泣いた赤おに」　22分
4/21（土）「日本昔ばなし」１２　50分
4/28（土）「ペリーヌ物語」４　129分

◆一般向け　（映画）
4/ １（日）「男はつらいよ」私の寅さん
　　　（日本）　108分　1973年
　　　監督：山田洋次
　　　出演：渥美清、倍賞千恵子、松村達雄

4/ ８（日）「インベージョン」　（アメリカ）　99分
　　　2007年　監督：ｵﾘﾊﾞｰ･ﾋﾙｼｭﾋﾞｰｹﾞﾙ
　　　出演：ﾆｺｰﾙ･ｷｯﾄﾞﾏﾝ、ﾀﾞﾆｴﾙ･ｸﾚｲｸﾞ

4/15（日）「迎春花」　（満映）　74分　1942年
　　　監督：佐々木 康
　　　出演：李香蘭、木暮実千代

4/22(日)「我が道を往く」　（アメリカ）　126分
　　　1944年　監督：ﾚｵ･ﾏｯｹﾘｰ
　　　出演：ﾋﾞﾝｸﾞ･ｸﾛｽﾋﾞｰ、ﾊﾞﾘｰ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ

4/29（日）「おくりびと」　（日本）　131分　2008年
　　　監督：滝田洋二郎
　　　出演：本木雅弘、広末涼子、山崎 努

4/30（月）「エルヴィスＴＶショウ　ライブ・コレクション」
　　　（ロック）　67分

４月１７日（火）～５月２１日（日）

ほんの森号の時間帯
　①10：20～11：00　②13：00～13：40　③15：20～16：00
ほんの夢号の時間帯
　①10：20～10：50　11：10～11：40（上院内分校）　②13：00～13：40

　　　　　４月　５日（木）　おはなしママン
　　　　　４月１４日（土）　図書館職員
　　　　　４月１９日（木）　おはなしあのね
　　　　　４月２５日（水）　たまてばこ
　　　いずれも　１１：００～１１：３０　おはなしのへや

（参加は自由です。無料。２階・研修室）

古文書を読む会
★近世文書
４月１０日（火）

★中世文書
４月２４日（火）

※いずれも　14：00～15：30
　

　続・横光利一を読む会

　　「旅愁」 を読む 150
４月２８日（土） 14：00～16：00

講　座　案　内

■上■映■会■

お は な し 会

上映は１４：００からです。
1階・視聴覚ホールでビデオやＤＶＤな
どを使って上映しています　（無料）


